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   We experienced a case of paraurethral cyst in a 42-year-old woman. A paraurethral cyst, the 
diameter of which was about 2 cm, was observed in the septum between urethra and vagina. No 
communication between the cyst and urthra or vagina was detected. The resected cyst did not reveal 
malignant findings. Sixty-one cases of paraurethral cyst in the Japanese literature are also reviewed. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  47  :  207-210,2001)




する.今 回,わ れわれ はその病理学的所見 よ り,
Muller管嚢腫 と考えられ,嚢 腫部分切除術 を施行 し
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Fig. 1. A paraurethral cyst, the diameter of 
       which was about 2 cm, was observed
       in the septum between the urethra and 









手術所見:前 膣壁に約4cmの 縦切開 を置いた.
























また,上 皮直下 にはリンパ球主体 の炎症細胞浸潤 を
軽度認めた.悪 性所見は認 めなか った(Fig、3).
術後経過:術 後経過良好 で,嚢 腫 の再発,外 陰部の
変形 もな く,排 尿痛,排 尿 障害,尿 失禁 などの自覚症
状 も認 めていない.
考 察
尿道膣 中隔部の嚢腫性疾患は一般的には,尿 道 との
交通の有無 にかかわ らず,尿 道憩室 と定義 され るが,
狭義 には尿道 との交通 を認め るものを尿道憩室,交 通
を認 めない もの を傍尿道嚢腫 と定義 される1)自 験例
で は嚢腫造影 にて尿道 との交通は認 められなかったた
め,傍 尿道嚢腫 と診断 した.わ れわれの調査 に よれ
ば,本 邦 で は1996年,玉田 ら1)によ り56例が集計 さ
れ,そ の後4例 が報告 されてい る(Tablel)2'5)自
験例 はこれ らにつ ぐ本邦61例目と思われる.そ こで,















例16例に分類 し,両 者の相違点 につ いて,比 較検討 を
行 った(Table2).
本疾患 の発生要因 は先天性,後 天性 に2分 され6)・
前者 は小児 に後者 は成人に多 く,多 数例 は後天1生であ
る.先 天 性 の 要 因 と して は,①Gartner管嚢 腫
(Wolff管原基 の不完 全癒着 に よる もの),②Muller
管嚢腫(傍 中腎管由来),③Skene氏管嚢腫(泌 尿生
殖洞,傍 尿 道腺 由来),④ 膣嚢腫(子 宮膣 管の遺残)
な どが あ り,成 人例 に比べ,感 染 との関連性 は少 な
い.ま たこれ らは完全に区別す ることは困難 であ り,
また必ず しも区別す る必要 もないため,大 きく一疾患
として取 り扱 うべ きとい う考 え もある3)後 天性 の要
因 として① 分娩,性 交に よる尿道損傷,② 尿 道周 囲腺
の感染,③ 尿道 内機械操作,④ 尿道結石な どの関連性
が報告 されている4)わ れわれの検討 において も,成
人 例 に お い て,結 婚 歴27例(60%),分 娩 歴27例
(60%)と,嚢腫の発生 に性交,分 娩 時の尿道損傷,
感染の関連が示唆 された.自 験例 も2度 の分娩歴 があ
り,ま た病理組織上嚢腫壁内に炎症細胞浸潤 を認めた
ことより,尿 道周囲腺 に感染に よる閉塞が起 り,感 染




自覚症状 としては,外 陰部腫瘤が最 も多 く,つ いで
膀胱炎,尿 道炎症状(外 陰部不快感,頻 尿,排 尿痛,
残尿感)が 多 い.ま た嚢腫が増大すれば尿道 を圧迫 し
排尿障害や尿失禁 などの症例 を示す ことも考 え られる
が,実 際 には,臨 床症状 を呈す る もの はきわめて少な
く,か つ比較的軽 い ものが多 い.自 験例で も外尿道口
部腫瘤 の自覚のみであった.ま た小児 の場合 は,母 親
による会陰部腫瘤 の指摘が主訴 の大部分 を占め る.
嚢腫 の大 きさは一般 的にlcm前 後で,そ れ以上大
きくなることは少ない とされてい るが,報 告例 を集計
す る と,成 人例 は平 均2.57cm,小児 例 は1.13cm
と成人において若干嚢腫径 は大 きいようであ る.自 験
例で も初診時 と比較 し,入 院時には径 約2cmと 明 ら
かな増大傾 向 を示 していた.
鑑 別 診 断 と して は,充 実 性 の腫 瘤 と して,leio-
myoma(平滑腫),lipoma(脂肪 腫),fibroma(線維
腫),lymphangioma(リンパ 管 腫),neurofibroma
(神経繊 維腫)な どがあ げられる.ま た,嚢 腫性 の も
のと して,異 所性尿管瘤,傍 尿道部膿瘍,尿 道脱 など
が考 えられる.さ らに本邦では1例 ではあるが腺癌 の
合併 例 も報告 され てお り9),厳密 な鑑 別が 重要 で あ
る.ま た小児例 では腎無形成な どの尿 路奇形 の合併 も












































































































検査法 としては,視 診,触 診 により本疾患 を疑え
ば,充実性または嚢腫性の鑑別のため超音波検査を行
い,ま た尿道との交通性の確認のため,排尿時尿道造
影,嚢 腫穿刺造影,高 圧尿道造影などを行 う.さ ら































自験例は術後,再発 もな く,また排尿障害,失 禁な
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ど も認 めてお らず経過順調 である.
結 語
42歳女性 にみ られた,傍 尿道部嚢腫 に対 し,嚢 腫部
分切 除術 を施行 した1例 を経験 したので,若 干の文献
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